
 

発行・問合先  釜石労働基準監督署  電話 0193-23-0651  

     

       釜石労働基準監督署からのお知らせ 
 

１ 釜石支部主要企業訪問   

9 月 4日に株式会社テラ様を訪問しました。 
 

 
社内報の定期発行 
平成 5 年の第 1 号か

ら現在の第 334 号まで
毎月社内報（「VOICE（ボ
イス）」）を発行していま
す。事務所で働く従業員
から現場作業員まで情
報を共有することを目
的に発刊し始め、その
時々の細かな事柄や法改正などを記
事にしています。 
VOICE の裏面のカレンダーには、

月の満ち欠けと労働災害の関係があ
るという俗説を聞いて「新月」「満月」
などの記載もしています。 
また、月間カレンダーに青丸シー

ルを貼り、無災害の継続を社員全員
で共有しています。年間カレンダー
バージョンもあります。 
毎年、安全衛生に係る標語を社内で募集

し、安全大会で表彰・賞金も進呈し、一年間
事務所等に掲示しています。 

法令に定める特別教育の受講 
労働安全コンサルタントの資格を有する

社員に労働安全衛生法上必要な特別教育の
講師を担当させています。通常業務に必要
な特別教育は全て受講していますが、急に
特別教育未了の作業をせざるを得ない場合
でも、直ぐに対応できるのがとてもいいで
す。今まで 10種類、延べ 350 人以上が受
講し、受講後は安全衛生教育手帳に記入・交
付し、管理も行っています。 

ポロシャツ 
 社名入り
の長袖作業
着を全員に
貸与してい
ますが、夏
場は上着を
脱いで作業することが多く、みんなバラ
バラとなっていました。そのため、動き
やすく、統一感のある薄手のポロシャツ
を採用し、社員全員に配付しています。
建設現場の安全面を考慮し、露出する腕
には冷感のアームカバー（黒）を着用す
ることで、涼しく作業員にも好評です。
その他、現場作業員にはファン付きの空
調ベストも配付しています。 

現場の見える化 
バックホウなどの重機には「周囲

の確認」「走行時バケット高確認」な
どの表示を多数行っています。街中
の重機作業では「監視員」を
必ず配置し、保護帽の上から
表示も行っています。 

勤怠システム 
約一年前から、土日休みの完全週休二日制を

採用しています。労働時間は勤怠管理システムを導入して
いますが、現場用としては不具合
な点もあり、スマホ対応など現在
検討中です。来年の上限規制適用
までには、間に合うよう整備を進
めています。 

２ 労働災害発生状況  

【8月届出の災害事例】 
20 歳代の女性営業職員が、2 階から 1 階へ物品を取りに階段を下りている途中、手すりはあったが、

7段目付近から踏み外し転倒、両手首・両足首の捻挫・打撲で休業見込み３か月。 

【令和５年 8月末現在 （前年同期と比較して 29件（41.4％）の減少）】  
休業 4日以上の労働災害 ４１件（コロナ 2件含む）（前年同期７０件（同 11件）） 
死亡災害 ０件（同２件） 

令和５年 

１０ 月 

岩手労働局のホームページに掲載しています。                       令和 5 年 9 月 25 日発行 検索 釜石監督署 

株式会社テラ 

取材協力︓公益財団法人岩手労働基準協会釜石支部 
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３ 全国労働衛生週間（10月 1日から 7日まで） 
スローガン︓「目指そうよ二刀流 こころとからだの健康職場 」 
労働者の健康をめぐる状況は、長時間労働による健康障害防止及びメンタル

ヘルス対策の推進、化学物質による健康障害防止などへの取組が課題です。さ
らに、治療と仕事の両立支援や高年齢労働者の健康に配慮した職場環境づくり
への取組も重要な課題となっています。 

４ 建築物石綿含有建材調査者  
解体・改修・各種設備工事を行う施工業者は、令和 5 年 10 月

1日着工の工事から、事前調査は、「建築物石綿含有建材調査者」
が行う必要があります。 
事前調査は、工事の規模にかかわらず、全ての工事が対象で、

一定規模以上の工事は、施工業者（元請事業者）が労働基準監督署
と都道府県等に対して、事前調査結果の報告をあらかじめ行う必
要があります。 

５ 岩手県最低賃金の改正発行      ６  過労死等防止対策推進シンポジウム  
 
 
 
 
 
 
 
 

７ 業務改善助成金  

事業場内最低賃金30 円以上引き上げる際、利用できる助成金です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時 R5年11 月13 日（月）13:30～16:00 
場所 いわて県民情報交流センター 
   アイーナ 803 号 
内容 Web で確認 
申込 Web から 

どのような助成金？ 

設備投資により生産
性を向上させ、「事
業場内で最も低い賃
金（事業場内最低賃
金）」の引き上げを
図る中小企業・小規
模事業者を支援する
助成金です。 

助成率最大 90％ 

最大 600 万円 

申請締切 

R6１/31㊌ 


